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山陰道の位置づけ

参考１
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２-１. 高規格幹線道路に求められる機能

①地⽅の中⼼都市を効率的に連絡
地域の発展の拠点となる地⽅の中⼼都市を効率的に連絡し、地域相互の交流の円滑化に資するもの

②⼤都市圏の近郊地域を環状に連絡
⼤都市圏において、近郊地域を環状に連絡し、都市交通の円滑化と広域的な都市圏の形成に資するもの

③重要な空港・港湾と⾼規格幹線道路の連絡
重要な空港・港湾と⾼規格幹線道路を連絡し、⾃動⾞交通網と空路・海路の有機的結合に資するもの

④⾼速交通サービスのナショナルミニマムの確保
全国の都市、農村地区からおおむね１時間以内で到着し得るネットワークを形成するために必要なもので、全国にわたる⾼速交通
サービスの均てんに資するもの

⑤災害発⽣等に対する⾼速交通システムの信頼性の向上
既定の国⼟開発幹線⾃動⾞道等の重要区間における代替ルートを形成するために必要なもので、災害の発⽣等に対し、⾼速交
通システムの信頼性向上に資するもの

⑥既存の⾼規格幹線道路の混雑の著しい区間の解消
既定の国⼟開発幹線⾃動⾞道等の混雑の著しい区間を解消するために必要なもので、⾼速交通サービスの改善に資するもの

※昭和62年道路審議会答申「⾼規格幹線道路の路線要件」

⾼規格幹線道路網
14,000キロ

① 全国の都市・農村地区から概ね1時間以内で⾼速ネットワーク
② 重要な空港・港湾の⼤部分と概ね30分
③ ⼈⼝10万⼈以上の全ての都市とインターチェンジで連絡
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２-２. 地方の中心都市を効率的に連絡

○地方発展の拠点となる地方の中心都市を効率的に連絡し、地域相互の交流の円滑化に資するもの

⿃取市
19.7万⼈

⽶⼦市
14.8万⼈

倉吉市
5.1万⼈

境港市
3.5万⼈松江市

19.4万⼈

浜⽥市
6.2万⼈

出雲市
14.4万⼈

益⽥市
5.0万⼈

⼤⽥市
3.8万⼈

安来市
4.2万⼈

江津市
2.6万⼈

雲南市
4.2万⼈

岡⼭市
71.0万⼈

倉敷市
47.6万⼈

津⼭市
10.7万⼈

⽟野市
6.5万⼈

笠岡市
5.4万⼈

井原市
4.4万⼈

総社市
6.6万⼈

⾼梁市
3.5万⼈

新⾒市
3.4万⼈

備前市
3.8万⼈

瀬⼾内市
3.8万⼈

⾚磐市
4.3万⼈

真庭市
4.9万⼈

美作市
3.0万⼈

浅⼝市
3.6万⼈

広島市
117.4万⼈

呉市
24.0万⼈

⽵原市
2.9万⼈

三原市
10.1万⼈

尾道市
14.5万⼈

福⼭市
46.1万⼈

府中市
4.3万⼈

三次市
5.7万⼈

庄原市
4.0万⼈

⼤⽵市
2.9万⼈

東広島市
19.0万⼈

廿⽇市市
11.4万⼈

安芸⾼⽥市
3.1万⼈

江⽥島市
2.7万⼈

下関市
28.1万⼈

宇部市
17.4万⼈

⼭⼝市
19.7万⼈

萩市
5.4万⼈

防府市
11.7万⼈

岩国市
14.7万⼈

光市
5.3万⼈

⻑⾨市
3.8万⼈

柳井市
3.5万⼈

美祢市
2.9万⼈

周南市
14.9万⼈下松市

5.5万⼈⼭陽⼩野⽥市
6.5万⼈

資料／H22国勢調査
※H22国勢調査より、市部のみ記載

平成27年4月1日現在
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２-３. 重要な空港･港湾と高規格幹線道路の連絡

○重要な空港・港湾と高規格幹線道路を連絡し、自動車交通網と空路・海路の有機的結合に資するもの

萩・⽯⾒空港

浜⽥港

出雲空港

境港

⽶⼦空港

宇野港

⿃取空港

福⼭港

岩国港 呉港

広島空港

岡⼭空港

⽔島港

広島港

徳⼭下松港
※【空港】拠点空港、特定地方

管理空港、地方管理空港、
共用飛行場を対象

【港湾】国際拠点港湾、重点
港湾を対象⼭⼝宇部空港

岩国空港

下関港 宇部港

平成27年4月1日現在

凡 例

空 港

港 湾

最寄ＩＣ
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２-４. 高速交通サービスのナショナルミニマムの確保

○全国の都市、農村地区から概ね１時間以内に到達し得るネットワークを形成するために必要なもので、全国にわ
たる高速交通サービスの均てんに資するもの

■⾼速IC30/60分カバー圏域

※ネットワーク状況は、平成26年度末時点
※到達可能か否かの判断は、1kmメッシュにて判断
※旅⾏速度は平成22年道路交通センサスにおける混雑時旅⾏速度を使⽤

凡 例

：開通済

：事業中

：調査中

：30分圏域内

：60分圏域内

：60分圏域外

：高速IC
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２-５. 災害発生時等に対する高速交通システムの信頼性向上

○既定の国土開発幹線自動車道等の重要区間における代替ルートを形成するために必要なもので、災害の発生
等に対し、高速交通システムの信頼性向上に資するもの

２ルート

３ルート

24ルート

81ルート

２ルート ３ルート ２ルート

３ルート ３ルート ３ルート

近畿〜九州間の
アクセスパターン数

現 状

⼭陰道整備後

阪神⼤震災時には、物流活動等において、
⼭陰側の道路網が⼤きな迂回機能を発揮

⾼速道路が通⾏不可となり
⼭陽側で東⻄交通が遮断
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0 100 200 300 400 500 600 700

道の駅「萩しーまーと」 〔萩〕

道の駅「北浦街道豊北」 〔下関〕

湯本温泉 〔長門〕

太鼓谷稲荷神社 〔津和野〕

松陰神社〔萩〕

石見銀山 〔大田〕

島根県芸術文化ｾﾝﾀｰｸﾞﾗﾝﾄﾜ 〔益田〕

三朝温泉 〔倉吉〕

万葉公園〔益田〕

しおかぜの里 角島 〔下関〕

有福温泉 〔江津〕

仁摩サンドミュージアム 〔大田〕

（参考）広域的な周遊観光

○三大都市圏及び九州地方発観光ツアーは、出雲～鳥取周遊や広島～山口周遊のツアーが組まれているが、
大田～萩間は、東西の移動時間が長く、観光ツアーが組み難い立地状況となっている。

○高速道路がネットワーク化されていない地域の観光地は、観光入込客数が少ない傾向にある。

○主要な交通拠点としては萩・石見空港があるが、観光地が集中する萩市中心部への移動に時間を要す。

【中国地方を周遊する主な観光ツアーの状況】

N

※）出雲大社～石見銀山、大田～萩・津和野等
を周遊するツアーがわずかに設定されているのみ

※）JTBで取り扱っている中国国内ツアー（H26.8.25時点におけるHP掲載情報）の内、添乗員が同行
するツアーのみを対象に集計。

※）設定時期、出発着空港、プラン（料金・グレード等）のみが異なる場合は同一のツアーとみなした。
※）ウォーキングを主たる目的としたツアーや、鉄道を主たる移動手段とするツアーは対象外とした

（クルーズ船での観光を含むツアーについては、陸上での移動に関する部分のみを対象とした）。
※）線の太さは、ツアーで組まれている周遊コース数の多さを表す。 6

■主要観光地における観光⼊込客数

資料/各県観光動態調査（H26 ※ただし山口県はH24 ）
注）観光客入込客数は県単位で調査・集計方法が異なる

〔凡例〕
所在市町村にﾈｯﾄﾜｰｸ化されたICが、ある〔 〕 ない〔 〕

お お だ

ネットワーク化されて
いない地域の観光地
は、観光⼊込客数
が少ない傾向

島根県芸術文化ｾﾝﾀｰｸﾞﾗﾝﾄﾜ［益田］

万葉公園［益田］

松陰神社［萩］

道の駅「萩しーまーと」［萩］

（万人）

（万人）

665 
469 

307 
289 

232 
133 

89 
88 
86 
80 
70 
70 
69 
67 
54 
49 
43 
37 
33 
30 

0 100 200 300 400 500 600 700

出雲大社 〔出雲〕

宮島 〔廿日市〕

倉敷美観地区 〔倉敷〕

鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺〔鳥取〕

水木しげるロード〔境港〕

平和記念資料館 〔広島〕

美作・湯郷温泉 〔津山・美作〕

呉市海事歴史科学館，大和ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 〔呉〕

湯田温泉 〔山口〕

秋芳洞・秋吉台 〔美祢〕

後楽園 〔岡山〕

玉造温泉 〔松江〕

錦帯橋 〔岩国〕

市立しものせき水族館「海響館」〔下関〕

足立美術館 〔安来〕

道の駅キララ多伎 〔出雲〕

皆生温泉 〔米子〕

しまね海洋館アクアス 〔浜田〕

千光寺山ロープウェイ 〔尾道〕

福山市立動物園 〔福山〕

移動時間が⻑く、
ツアーを組みにくいエリア

（東⻄の移動に約３時間を要す）

東⻄の移動にあまりにも時間がか
かったため、商品開発を断念した。
（JTB ⼤阪中央⽀店)

中国地⽅へのツアーの
約３割が出雲〜⿃取周辺を周遊

岡⼭〜広島周辺を
周遊するツアーは約１割

<⾼規格幹線道路>
開通済区間
事業中区間
調査中区間

中国地⽅へのツアーの
約３割が、広島〜萩
周辺を周遊

岡⼭〜出雲・⽶⼦
周辺を周遊する
ツアーは約１割
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○山陰側の幹線道路は、大型車の交通量に占める割合が夜間において４～５割程度と高い。
○国道9号及び国道191号を走行する大型車両のうち、中国地方以外の車籍車は昼間で約２～３割、夜間は約５割

となっており、国道9号・国道191号は、中国地方だけでなく、隣接する九州・近畿地方の物流を支えている。

N

（参考）広域物流交通

中国地⽅

66％ その他
34％

九州 23％

近畿 3％
その他 8％

n=571

※調査⽇：H26.10実施（24h調査）

【⼤型⾞の⾞籍地割合（国道9号（津和野））】
<昼間12時間>

中国地⽅

50％ その他
50％

九州 40％

近畿 2％
その他 8％

【⼤型⾞の⾞籍地割合（国道9号（津和野））】
<夜間12時間>

n=383

※調査⽇：H26.10実施（24h調査）

※調査⽇：H26.10実施（24h調査）

中国地⽅

79％

【⼤型⾞の⾞籍地割合（国道191号（須佐））】
<昼間12時間>

その他
26％

九州 18％

近畿 1％
その他 2％

n=577

中国地⽅

49％ その他
51％

九州 45％

近畿 2％
その他 4％

n=127

【⼤型⾞の⾞籍地割合（国道191号（須佐））】
<夜間12時間>

※調査⽇：H26.10実施（24h調査）

【各地点における昼夜別⼤型交通量と⼤型⾞混⼊率】

⼤
型
⾞
混
⼊
率

⼤
型
⾞
交
通
量
︵
台
／
12
ｈ
︶

786 834 544
1,517 1,575 1,276 1,565

1,813
3,010141

363

329

536

1,070

1,163
983

1,124

1,342

8%
11%

15%

8%

19%
22% 24%

14%
16%

7%

19%

37%

14%

40% 39%

46%

30%
28%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

⻑
⾨
市
三
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下

萩
市
⼤
字
椿
東

萩
市
⼤
字
下
⽥
万

益
⽥
市
⾼
津

浜
⽥
市
三
隅
岡
⾒

江
津
市
後
地
町

⼤
⽥
市
温
泉
津
町

今
浦

出
雲
市
多
伎
町

⼝
⽥
儀

東
伯
郡
琴
浦
町

⼤
字
⾚
碕

⼤型交通量（夜間）
⼤型交通量（昼間）
⼤型混⼊率（昼間）
⼤型混⼊率（夜間）

1,375
737 761 1,376

752

590
711

733

14%
18%

27%

12%

29%

52%

64%

25%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

⼭
⼝
市
宮
野
上

⼭
⼝
市
阿
東
徳
佐
上

⿅
⾜
郡
津
和
野
町
⾨
林

益
⽥
市
須
⼦
町

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

⼤
型
⾞
交
通
量
︵
台
／
12
ｈ
︶

⼭陰側の多くの地点で
夜間の⼤型⾞混⼊率は、
約3〜4割を超過する

⼭⼝県内は国道9号と国道191号に分散されるが
断⾯で⾒ると3,000台/⽇程度の需要がある

⻑⾨市三隅下

⼭⼝市宮野上

萩市椿東

⼭⼝市
阿東徳佐上

津和野町⾨林

益⽥市須⼦

萩市下⽥万
益⽥市⾼津
浜⽥市三隅岡⾒

江津市後地町

⼤⽥市
温泉津町今浦

出雲市多伎町⼝⽥儀
琴浦町⾚碕

資料／H22道路交通センサス


